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令和５年　 １２月２２日
 吉井北小学校　学校だより
　　 　 文責　校長　佐々　恭
　　　　　　　　　　　 第１１号
　たくさん成果のあった２学期
　　残暑が続く中、８月の終わりから始まった２学期ですが、思い起こせばたくさんの行事、学習に子どもたちは励んできました。
　　１年：保育園児を招いての交流　         ２年：のりもの体験
1． ２年：おいもパーティー　　
３年：直谷城跡の見学、研究　　　　　　 ４年：九十九島パールリゾート見学、自然の研究　
３，４年：小音会
５年：宿泊学習、特別支援学校との交流　 ６年：薬物乱用教室、福井洞窟の学習     等々・・

　　本日、終業式では、これらを含めて一人一人、学年でがんばったことなどをふり返りました。例えば「読書の奨励」に関しては、年間１００冊を全体の目標に掲げていましたが、既に１，２年生は、一人平均に換算してになりますが、年間１００冊を超えています。その他の学年も７０～８０冊台に入っており、年間では目標を達成できそうです。
　　また、今年度から実施した「漢字・かな検定」と「計算検定」では、多くの子どもたちが合格証や努力賞を受け取ることができました。読書と並んで、学力の向上のためには必ず必要な基礎的な力ですので、第２回目が全員合格できるように励ましていきたいと思います。

　　「個人差」を考える　
　同じく、今日の終業式では「個人差」についてもお話ししました。目標に向かって努力してきたけれど、結果的に届かなかった児童もいました。しかし、そこに至る過程で何度も挑戦し続けたことが素晴らしいことです。本日の漢字や計算検定の表彰では、賞をもらえなかった児童にもそうお話ししました。周りと自分を比べるのではなく、「今、自分がどのくらいの力があって、どのくらい伸びたのか」を理解することがまずは大切なことです。これを専門用語で「メタ認知」と言います。教室でも、毎時間の授業の終わりに、指導者が必ず「ふりかえり」の時間を設けています。その中で、「今日、自分がわかったこと」「これから自分ががんばらければいけないこと」を自分自身で考えるのです。
　将来、子どもたちは激動の社会の中で生きていかなければいけません。他者との共存、相互に助け合うことは、社会として大事なことですが、まずは、一人一人が自分の力で乗り越えていこうとする姿勢が大切だと考えます。ご家庭での生活の上でも、親として手を貸す部分と、子どもたちに失敗してもよいから、自分で考えさせ、自分でやってみて、自分で修正していく能力を意識して育てていただきたいと願っています。
　明日から冬休みに入ります。冬休みは、家庭、親戚、地域とのつながりが多い時期ともなります。
どうぞ、ご家庭でしか味わえない体験を子どもたちに提供してください。
　裏面には人権集会（学習）の折に、講師の先生に書いたお礼の手紙の一部分を載せています
　人権集会の感想から（講話をしていただいたお礼文から抜粋）

　　１年：橋本咲苗　「ぼくは、ぼくでよかった」のおはなしで、ひなたさん（主人公）がみんなに
　　　　　　　　　　「ふくをもって」といわれてかわいそうでした。やさしく「だいじょうぶ」って
　　　　　　　　　　いいたいです。

　　２年：浜﨑結愛　　ふわふわことばを毎日いうようにしてがんばります。なかよくするか考えてこうどうする。自分がされていやなことはしない。そしてえがおで楽しい学きゅうをめざします。

　　３年：久保川翔真　お話の中で、ひなたさんがさいごに自分の気持ちを言えてよかったと思　　　　　　いました。「ごめん」あやまってくれたけんたさんはやさしいと思いました。
　　　　　　　　　　　　人けん集会に来てくださりありがとうございました。

[bookmark: _GoBack]　　４年：野彩心　　私が心に残ったことは、「いやなことはいや」とだれかに言わないとわからない
ことや、校長先生の話から、「人それぞれに、なりたいものや好きなもの、しょう
来の夢もちがうから、人それぞれなんだなあ」ということです。自分のことは自
分で守り、自分を大切にしていきたい。

　　５年：眞藤琉偉　　ぼくは、この話を聞いて、ちくちく言葉やふわふわ言葉の意味がよくわかりました。いやな言葉は人をいやな気持ちにする、ふわふわ言葉はみんなを気持ちよくするから、５年生で出した仲良し宣言「自分の言動をふり返り、共にえがおで
　　　　　　　　　　生きていこう！」というテーマで生活していきます。

　　６年：船津聖奈　　このお話を聞いて、ひとりでいる辛さがわかりました。友達を遊びにさそう時も、自分だけでなく、相手のしたいことも考えていこうと思いました。「絶交」などのちくちく言葉をひかえ、「ありがとう」「ごめんね」などのふわふわ言葉を増やすようにします。相手の事も考えながら、えがおあふれる学校にしていきます。

　　
　　　　一人一人が、自分を見つめるとともに、周りの人たちと助け合っていく大切さを
よく学ぶことができたと思います
　これからもひとりひとりのえがお、なかまどうしのえがお、そして学校みんなのえがお
あふれる北小学校を目指していきます！
